
 

    

沿革の概要 

  平成１６年 ３月  但東町三原 108-1 に新但東中学校完成、竣工式を行う。 

  平成１６年 ４月  但東北中学校･但東中学校の両校を統合し、但東中学校として開校する。 

        ４月  校旗・校歌を制定する。 

        ６月 「但東中学校の開校を祝う集い」を行う。 

       １０月  台風２３号の来襲により、甚大な被害を受け、３日間臨時休校とする。 

  平成１７年 ４月  一市五町（豊岡市､但東町､出石町､日高町､城崎町､竹野町）が合併し、豊岡市となる。 

       １０月  但馬中学校国語教育研究会を本校で開催する。 

  平成１８年 ４月 「生き生きと自己表現できる生徒の育成」を学校教育目標に掲げ、表現力を培う 

           授業づくりに取り組む。 

       １０月 のじぎく国体「フィールドゴルフ大会」に全生徒が参加する。 

  平成１９年 ４月 文科省人権教育地域指定の研究委託を受け、小中合同で取り組む。 

        １０月 「ひょうごの匠」キャラバン隊派遣事業を実施する。       

       １０月 モンゴル研修生(中学生)との交流会を実施する。       

  平成２０年 ８月 国際交流として４名の生徒がモンゴルを訪問する。 

  平成２１年 ２月 全校生参観の公開授業を実施する。 

        ８月 吹奏楽コンクール関西大会 金賞受賞  

       １１月  青年の主張全国大会奨励賞 田口沙織    

  平成２２年 ８月 国際交流として３名の生徒がモンゴルを訪問する。 

  平成２３年１０月  モンゴル研修生を受け入れる。 

       １１月 「ようこそ先輩」事業（渋谷秀敏氏による講演） 

  平成２４年 ８月 ソーラーパネル増設 

       １０月 兵庫県中学校教育研究会社会科教育研究会に 1 年生が参加 

  平成２５年１０月 モンゴル研修生との交流会を実施する。 

  平成２６年 ８月  国際交流として２名の生徒がモンゴルを訪問する。 

  平成２７年 ４月 小中一貫教育調査研究事業の取組協力校に指定 

       １０月 モンゴル研修生との交流会を実施する。 

           近畿・兵庫県へき地教育研究大会開催（但東４小中学校会場） 

  平成２８年 ５月 ふるさと教育の一貫として修学旅行中、東京のアンテナショップで豊岡市をＰＲ

する。 

  平成２９年 ４月 ふるさと教育の一貫として修学旅行中、東京のアンテナショップで豊岡市をＰＲ 

           し、商業体験を実施する。 

  平成３０年 ３月 慶応義塾大学と SDGs の視点を取り入れたふるさと学習を実施する。 

  平成３０年 ５月 ふるさと教育の一貫として修学旅行中、東京のアンテナショップで豊岡市をＰＲ 

           し、商業体験を実施する。 

  平成３０年１０月 モンゴル研修生との交流会を実施する。 

  令和 元 年 ５月 ふるさと教育の一貫として修学旅行中、東京のアンテナショップで豊岡市をＰＲ 

           し、商業体験を実施する。 

  令和 元 年１１月 河合美智子氏による講演会を実施する。 

  令和 元 年１２月 慶応義塾大学と SDGs の視点を取り入れたふるさと学習を実施する。 

  令和 ２ 年 ８月 シルク温泉やまびこにて但東町をＰＲする商業体験を実施する。 

  令和 ３ 年 ８月 シルク温泉やまびこにて但東町をＰＲする商業体験を実施する。 

  令和 ３ 年１２月 第四十回全国中学生人権作文コンテスト中央大会 

法務省人権擁護局長賞 山本真衣 

  令和 ５ 年１０月 第７２回全国へき地教育研究大会兵庫大会を開催する。 

分科会 E ブロックとして公開授業及び分科会を全国発信する。 

 


